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裁

判

所

の

法

律

審

査

権

そ

の

一
駒

林

田

和

博

一
、
米
国
裁
判
所
の
法
律
審
査
権

米
国
の
裁
判
所
ぱ
す
べ
て
違
憲
法
律

の
審
査
権
を
持

つ
。
例
え
ば
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
連
邦
憲
法
の
解
釈
者

叉
は
番
人
と
し
て
、
そ

の
所
有
す
る
法
律
藩
査
権
を
以
つ
て
世
界
で
最
も
強
力
な
裁
判
所

で
あ
る
と
謂
は
れ
て
い
る
。
即
ち
米
国

の
連
邦

最
高
裁
判
所
は
、
多
く

の
他
国

の
そ
れ
と
は
異
り
、
法
律

の
形
式
的
審
査
の
み
な
ら
す
実
質
的
審
査
を
行

い
、
連
邦
議
会
及
び
州
議
会
の
立
法
行
為
を
憲
法
違
反

に
し
て
無
効
と
宣
言
す
る
権
限
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

斯
か
ろ
立
法
行
為
の
違
憲
審
査
権
は
米
国
の
凡
べ
て
の
裁
判
所

が
大
な
り
小
な
り
所
有
す
る
も

の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
何
処
か
ら
生
じ

た
か
。
此
の
重
要
な
問
題
は

一
七
八
七
年
憲
法
議
会
に
於
て
論
議
の
中
心
と
な

つ
た
が
、
し
か
も
憲
法
は
遂

に
沈
黙
を
守
つ
て
終

つ
た

の

で
あ
る
。
蓋
し
、
当
時

の
憲
法
制
定
者
達
は
、
も
し
も
法
律
が
憲
法
の
い
つ
れ
か
の
規
定
に
違
反
す
る
と
認
め
た
な
ら
ば
、
裁
判
官
達
は

憲
法
は
そ
れ
自
身
を

「
最
高

の
法
律
」
と
宣
言
し
て
い
る
が
故
に

(第
七
条
2
)
、

法
律

の
適
用
を
拒
む
で
あ
ら
う
と

い
う

推
測
を
以
つ

て
満
足
し
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
れ
を
歴
史
的
に
見
れ
ば
始
め
、
ア
メ
」
力
建
国
の
以
前

に
於

い
て
、
英
領
ア

メ
リ
カ
殖
民
地
の
多
く
は
英
国
王

の
免
許
状
を
う
け
、

殖
民
地
集
会
ぱ
立
法
権

の
行
使

に
於

い
て
免
許
状
に
よ
る
制
限
を
受
け
て

い
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
殖

民

地

時

代
に
は
こ
れ
ら
の
集

会
の
権
限
の
免
許
状
違
反
の
問
題

が
頻
発
し
、
免
許
状
違
反
の
法
令
は
殖
民
地
裁
判
所
、
ま
た
、
事
件
が
英
本
国

に
移
送
さ
れ
た
場
合
ぱ



枢
密
院
(
c
o
u
n
c
i
l
)

に
依
つ
て
無
効

の
宣
言
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

斯
か
る
立
法
行
為

の
裁
判
所

に
よ
る
審
査
は
、

一
七
七

六
年
米
国
の
独
立
宣
言
当
時
に
於
て
も
そ
の
ま
ま
継
受
ざ
れ
、
鼓

で
は
免
許
状
に
か
わ
つ
て
新
た
に
州
憲
法
が
現
は
れ
た
の
で
あ
つ
て
、

各
州
憲
法
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
立
法
議
会
に
対
し
明
文
に
よ
る
限
定
的
立
法
権
を
委
託
し
た
の
で
あ
つ
た
。
か
く

て
州
憲
法
が
委
託
し
た
立
法

権
の
範
囲
を
踰
越
し
叉
は
州
憲
法
の
規
定
を
侵
害
す
る
よ
う
な
州
議
会
の
法
律
叉
は
こ
れ
に
基
く
命
令
の
無
効

宣
言
を
な
す
権
限
を
州
裁

判
所

が
引
受
け
た
の
で
あ
つ
た
。

一
七
八
九
年
連
邦
憲
法
が
制
定
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
州
憲
法
及
び
州
法
律
に
優
位
す
る
こ
と
が
規
定
せ
ら
れ
た
時

も
事
情
は
何
ら
異
る
所

が
な
く
、
州
憲
法
及
び
州
法
律
が
連
邦
憲
法
に
違
反
ず
る
や
否
や
の
審
査
を
連
邦
最
高
裁
判
所
が
引
受
け
た
の

と
同
様
に
、
連
邦
憲
法
に

よ

つ
て
限
定
せ
ら
れ
た
連
邦
立
法
権
の
行
為
ば
そ
の
権
限
の
踰
越
に
つ
い
て
連
邦
最
高
裁
判
所
に
依

つ
て
審
査

せ
ら
れ
る
と
の
思
想

が

樹
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
か
か
る
思
想
も
そ
の
実
行
の
道
は
必
す
し
も
容
易
で
は
な
か
つ
た
。
合
衆
国
統

一
へ
の
政
治
的
経
済

的
文
化
的
基
盤
の
成
熟

と
、
連
邦
最
高
裁
判
所

の
学
徳
勝
れ
た
る
裁
判
官
の
非
凡
の
努
力
が
、
こ
れ
を
結
実
せ
し
む
る
に
至
つ
た
の
で
あ

る
。
即
ち
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
違
憲
法
律
審
査
権
否
認
論
の
根
拠
た
る
立
法
権
優
位
主
議
や
州
優
位
主
義
に
対

し
、
肯
定
論

の
根
拠
た

る
司
法
権
優
位
主
義
や
連
邦
優
位
主
義
に
決
定
的
地
位
を
与

へ
た
の
は
実
に

一
八
〇
三
年

マ
ー
ペ
リ
ィ
対

マ
ヂ
ソ
ン
事
件
で
あ
つ
た
。
此

の
事
件
ぱ
、
大
統
領
ア
ダ
ム
ス
が
そ
の
任
期
満
了
の
前
夜
に
作
成
し
た

マ
ー
ベ
リ
ィ
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
方
治
安
判
事
に
任
命
す
る
と
の
辞

令

書
の
交
付
を
新
大
統
領
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ

ン
の
新
国
務
大
臣

マ
ヂ
ソ
ン
が
拒
否
し
た
事
に
関
係
す
る
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
長

マ
ー
シ
ャ

ル
は
判
決
の
中
で

「
憲
法
は
至
上
の
永
久
法
で
あ
る
。
憲
法
に
違
反
す
る
立
法
行
為
は
、
法
律

で
は
な

い
。
そ
れ
は
無
効

で
あ
る
…
…
。

一
法
律
が
憲
法
と
矛
盾
す
る
場
合

に
、
そ
の
何
れ
が
支
配
す
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
ま
さ
し
く
司
法
の
責
任

で
あ
る
…
」
と
述
べ
た
。

一

蓮
憲
法
律
審
査
権
の
理
論
的
基
礎

ア
メ
リ
カ

三
権
分
立
の
思
想
に
依
れ
ば
、
立
法
と
司
法
と
は
、
統
治
の
共
同
的
部
分
と
し

て
同
格
、
そ
の
固
有

の
機
能

の
行
使
に
於
て



で
あ
り
、
そ
の
権
限
内
で
行
動
す
る
限
り
、
他

の
統
制
叉
は
監
督

に
従
わ
し
め
ら
る
べ
き
も
の
で
な
・い
。
憲
法
は
三
権
を
分
離
す
る
が
、

三
権

の
中

の

一
を
他
に
従
属
せ
し
む
る
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
つ
て
、
た
と
ぴ
裁
判
所
が
法
律
を
違
憲

に
し
て
無
効
と
宣
言
す
る
と
し
て

も

、
か
か
る
場
合

に
於
て
、
裁
判
所
は
裁
判
事
件
の
中
で
た
だ
何
が
法
か
を
宣
言
す
べ
く
求
め
ら
れ
て
、
法
律
が
憲
法
と
矛
盾
す
る
場
合

に
憲
法
を
以
つ
て
永
久
至
上
の
法
と
し
て
宣
言
す
る
の
み
で
あ
り
、
・従
つ
て
、
彼
等
が
立
法
的
行
動
を
無
視
し
得

る
の
は
た
だ
彼
等
が
立

法
者
は
そ
の
憲
法
上

の
制
限
内
に
止
る
こ
と
に
失
敗
し
た
と
判
定
す
る
限
度
内
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。

※
裁
判
所
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
ろ
。
、
一
法
律
の
適
用
を
望
ま
れ
た
場
合
に
、
凡
べ
て
の
関
係
あ
る
法
律
を
そ
の
相
互
の
関
係
で
考
慮
の
中
に
い
れ

る
の
は
裁
判
所
の
義
務
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
関
係
あ
る
法
律
の
一
は
憲
法
、
す
な
は
ち
、
よ
り
高
き
法
律
で
あ
る
。
従

つ
て
二
つ
の
法
律
の
間
の
矛

盾
が
は
つ
き
り
な
る
と
、
よ
り
高
き
も
の
は
よ
り
低
き
も
の
え
の
遠
慮
な
し
に
適
用
さ
れ
且
つ
低
き
も
の
は
譲
歩
す
る
こ
と
を
要
す
赴
と
。

斯
く
て
、裁
判
所
ば
か
か
る
権
利
の
行
使
に
お
い
て
司
法
権
が
階
級
的
に
立
法
に
優
位
す
る
も
の
と
し
て
司
法
的

至
上
権
(
s
u
p
r
e
m
a
c
y
)

を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
公
共
意
思
(
p
u
b
l
i
c
 
w
i
l
l
)

の
管
理
者
(
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
)

と
し
て

二
定
の
立
法
者
の
行
為
(
a
c
t
)

を
憲
法
に
依
つ
て
禁

止
せ
ら
れ
て
い
る
が
故
に
無
効

と
宣
言
し
、
憲
法

の
中

で
宣
言
せ
ら
れ
て
い
る
人
民
の
意
思

が
法
律
め
中
に
表
現
さ

れ

て
い
る
人
民
の
代
表
者

の
意
思
よ
り
勝
る
も
の
と
し
て
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
斯
く
て
、
ア
メ
リ
カ
裁
判
所

の
違
憲

立
法
の
審
査
権
ぽ
大
陸

の
憲
法
争
議
裁
判
所

・
憲
法
裁
判
所
や
我
が
国

の
枢
密
院
の
そ
れ
に
比
し
て
消
極
的
、
受
動
的
で
あ
る
こ
と
が
最

も

注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。

※
大
陸
型
の
法
令
審
査
権
は
国
の
第
四
の
権
限
と
い
わ
れ
る
。
大
陸
で
は
か
か
る
権
限
が
第
三
院
と
し
て
の
憲
法
裁
判
所
又
は
樞
密
院
に
よ
つ
て
行
使

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昌

審
査
権
の
行
使

ア
メ
リ
カ
に
於
て
立
法

に
対
す
る
裁
判
所
の
統
制
ぱ
普
通
裁
判

の
道

に
於
て
、
且
つ
、
当
該
法
律

の
有
敷
性
が

一
の
本
質
的
附
随
事
件



を
構
成
す
る
が
如
き
事
件
の
裁
判
と
結
合
し
て
、
行
使
せ
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
裁
判
所
の
違
憲
法
律
審
査
権

の
放
散
制
は
、
当
該
事
件
に
対
し
て
管
轄
権
を
持

つ
あ
ら
ゆ
る
普
通
裁
判
所
が
か
か
る
権
限
を

持

つ
こ
と
と
な
り

、
且
つ
原
則
的
に
上
級
審
裁
判
所

の
覆
審

の
可
能
性
が
与

へ
ら
れ
て

い
る
。
鼓
で
は
連
邦
憲
法

に
つ
い
て
は
連
邦
最
高

裁
判
所
、
州
憲
法
に
つ
い
て
は
州
最
高
裁
判
所

が
最
高
最
終

の
解
釈
権
を
持
ち
、
他
の
裁
判
所
は
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
。
先
づ
、
連
邦
法

律

の
連
邦
憲
法
違
反
に
つ
い
て
は
違
邦
の
各
裁
判
所
が
審
査
権
を
持

つ
と
共
に
、
州
の
各
裁
判
所
も
持
ち
、
州
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
対

し

て
は
連
邦
最
高
裁
判
所
が
最
終
控
訴
審
を
な
し
て
い
る
。
連
邦
裁
判
所

に
よ
る
審
査
の
場
合

は
、
第

一
審
連
邦

地
方
裁
判
所
第
二
審
連

邦

最
高
裁
判
所
の
経
路
と
、

第

一
審
連
邦
地
方
裁
判
所
第
二
審
巡
回
控
訴
裁
判
所

第
三
審
連
邦
最
高
裁
鞠
所

の

経
路
の
二
が
分
れ
、

ま

た

、
州
裁
判
所
に
よ
る
審
査
の
場
合
は
、
訴
訟
が
州
の
各
裁
判
所
の
裁
判
を
経
て
州
最
高
裁
判
所
か
ら
直
ち
に
連
邦
最
高
裁
判
所

へ
上
訴

せ
ら
ろ
る
場
合
壬
、
州
裁
判
所
が
第

一
審

に
於
て
審
理
に
当
る
場
合
に
事
件
を
連
邦
地
方
裁
判
所
に
移
送
し
て
連

邦
各
裁
判
所

の
経
路
を

辿

つ
て
連
邦
最
高
裁
判
所

に
達
す
る
場
合
の
二
が
分
れ
る
。

凡
そ
、
米
国
裁
判
組
織
に
於
て
訴
訟
が
連
邦
最
高
裁
判
所
に
繋
属
す
る
場
合

は

一
、
連
邦
憲
法
に
依
り
連
邦
最
高
裁
判
所
が
第

一
審

の
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
定
め
ら
れ
た
場
合

(
第
三
章

第
二
条
前
掲
参
照
)

※
殊
に
州
際
闇
の
私
法
的
な
ら
ざ
る
法
律
争
議
の
裁
判
権
は
憲
法
裁
判
ハ
見
地
か
ら
最
も
重
要
で
あ
る
。

二
、
連
邦
下
級
裁
判
所
か
ら
提
訴
せ
ら
る
る
場
合

三
、
州
裁
判
所
か
ら
提
訴
せ
ら
る
る
場
合

※
イ

州
憲
法
又
は
州
法
律
の
規
定
が
連
邦
法
律
若
く
は
国
際
条
約
の
規
定
に
違
反
す
る
と
主
張
さ
れ
る
場
合

ロ

.連
邦
憲
法
、
連
邦
法
律
若
く
は
国
際
条
約
の
認
む
る
権
利
や
権
限
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
場
合

右

の
場
合

に
限
る
も
の
で
あ
つ
て
、
鼓

に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
連
邦
憲
法
の
解
釈
者
叉
は
番
人
と
し
て
の
活
動
が
現
わ
れ
て
い
る
。



連
邦
最
高
裁
判
所
は
連
邦
議
会

の
行
為

の
違
憲
性
に
つ
い
て
の
み
な
ら
す
州
議
会
の
そ
れ
に
つ
い
て
も
審
査
す

る
。
連
邦
憲
法
に
依
れ
,

ば

「此
ノ
憲
法
及
ピ
此
ノ
憲
法
二
従
ッ
テ
制
定
サ
レ
ル
合
衆
国
ノ
法
律
並
二
合
衆
国
,
国
権
二
依
リ
締
結
サ
レ
タ
ル
若
ハ
締
結
サ
ル
ペ
キ
凡
テ
ノ
条
約
ハ
合

衆
国
,
最
高
法
律
タ
リ
、
各
州
ノ
裁
判
官

ハ
凡
ベ
テ
之
二
拘
束
サ
レ
各
州
ノ
憲
法
二
違
反
ス
ル
モ
関
ス
ル
所
ニ
ァ
ラ
ズ
」
(第
六
条
第
二
項
)

右

の
規
定
ぱ
、
州
立
法

の
連
邦
立
法
に
対
す
る
関
係
に
於
て
、
連
邦
憲
法
、
連
邦
憲
法
に
従

つ
て
制
定
せ
ら
れ
た
連
邦
法
律
、
及
び
連

邦

の
国
権
に
依
り
締
結
せ
ら
れ
た
国
際
条
約

は
、
合
衆
国
の
最
高
法
と
し
て
の
拘
束
力
を
有
し
、
連
邦
裁
判
所
ぱ
勿
論
州
裁
判
所
と
難
も
、

州
立
法
、
換
言
す
れ
ば
州
憲
法
及
び
州
法
律
の
こ
れ
ら
え
の
違
法
性
を
審
査
し
得
る
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
は
理
論
的
考
慮
を
離
れ
て
実
定

法
上
解
決
せ
ら
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
下
級
団
体
と
、
そ
の
上
級
団
体
と
の
統
制
関
係
に
於
て
、
上
級
団
体
が
裁
判
所
に
そ
の

統

制
を
委
託
す
る
関
係
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
立
法
に
つ
い
て
連
邦
議
会
並
び
に
州
立
法
部
は
各
々
そ
の
権
限
の
限
界
を
有
し

(連
邦
憲

法
第

一
章
参
照
)
、
此
の
権
限
の
範
囲
に
就
い
て
意
見
の
相
違
を
生
す
る
可
能
性
が
存
し
、

こ
れ
が

公
正
な
決
定
を
な
す
権
利
を
持

つ

も

の
が
必
要
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
立
法
団
体
が
必
然

に
自
己
の
権
限
を
拡
大
せ
ん
と
す

ろ
危
険
性
が
あ
る
と
き

こ
れ
を
憲
法

の
規
定
す
る
限
界
内
に
チ
エ
ッ
ク
し
、
国
会
と
州
立
法
部
と
の
権
限
の
衝
突
に
つ
い
て
公
平
な
る
ア

ン
パ
ン
ヤ
ー
と
し
て
役

立

つ
何
物
か
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
終
身
に
し
て
且
つ
政
治
的
野
心
を
有
せ
ざ
る
、
優
れ
た
法
律
家
た
ち
の
公
平

な
る
団
体
を
し
て
こ
れ

に
当
ら
し
む
る
t
と
こ
そ
最
も
適
当
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
積
極
論

に
依
れ
ば
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
公
平

の
名
に
於

て
不
人
気

の
判
決
を
下
す
こ
と
の
あ
る
の
は
時

と
し
て
止
む
を
得
な

い
事
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
か
か
る
事
例
が
あ
る
こ
と
は
連
邦
最
高
裁
判
所
の
審

査
権
を
否
認
す
る
理
由
と
は
な
ら
す
、
判
決
は
そ
れ
が
な
さ
れ
た
時
は
不
人
気
で
も
そ
の
う
ち
に
国
民
に
よ
つ
て
違
つ
た
眼
で
見
直
さ
れ

う
に
至
る
場
合

が
あ
る
こ
と
を
牢
記
せ
ね
ば
な
ら
漁
、
例
え
ば
、

一
八

一
九
年

の
マ
ッ
ク

・
ク
ル
ロ
ツ

チ
対

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
事
件
の
如
き

・
は
今
日
で
は
誰
も
こ
れ
を
非
難
す
る
も
の
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。



斯
く
て
憲
邦
憲
法
が
各
州
は
如
何
な
る
私
権
剥
奪
法
も
制
定
す
る
こ
と
を
得
す

と
す
る
に
拘

ら
す

(第

一
章
第
十
条
第

一
項
)
州
立
法

部
が
か
か
る
法
律
を
制
定
し
た
場
合

、
或
は
連
邦
憲
法
が
州
際
間
の
商
業
規
律
権
を
国
会
に
与

へ
て
い
る
に
拘
ら
す

(第

一
章
第
八
条
第

三
項
)
州
立
法
部
が
運
送
の
途
中
で
自
州
の
璽

を
通
過
す
る
他
州
の
物
・m
に
課
税
す
る
漆

を
制
定
し
た
場
合
は
、
か
か
る
州
法
律
は

連

邦
最
高
裁
判
所
に
よ
つ
て
違
憲
且

つ
無
効
と
判
決
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
訟
。

州
法
律

の
州
憲
法
え
の
適
法
性
に
つ
い
て
は
州
の
各
裁
判
所
か
審

理
の
権
利
と
義
務
ど
を
有
す
る
。
こ
れ
も
始

め
は
理
論

に
、
実
際

に
、

反
対
が
存
し
た
が
、
遂

に
は
裁
判
所
の
勝
利
を
も
つ
て
終
つ
た
。
そ
の
終
止
符
を
打
つ
た
の
は

一
八
四
八
年

ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ヤ
最
高
裁
判

所

判
決
で
あ
つ
た
。
同
裁
判
所
ぱ
二
十
年
前

の
自
ら
の
判
決
を
覆
し
て
支
配
的
見
解
を
奉
す

る
旨
を
宣
言
し
、

「
憲
法
違
反
の
立
法
を
防

止
し
得
う
と
こ
ろ
の

一
の
独
立
機
関
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
訟
、
然
ら
す
ん
ば
市
艮
の
も

つ
所
有
の
確
実
性
は
統
制
ス
可
能
の
権
力
の
手
に

委
ね
ら
れ
た
ま
ま
と
な
ろ
。
若
し
も
そ
の
代
表
者

の
行
為
が
如
何
な
る
再
審
(
R
e
v
i
s
i
o
n
)

に
も
服
し
な

い
場
合

は
、
立
法
に

い
か
な
る

枠
を
課
し
て
み
て
も
、
国
民
.に
と
つ
て
は
何

の
た
し
に
も
な
ら
ね
。」
と
。

州
最
高
裁
判
所
は
、
州
憲
法
叉
ぱ
州
法
律

の
連
邦
憲
法
叉
ば
法
律

へ
の
違
法
性
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
限
り
、
州
憲
法
の
解
釈
者
及
び
番

人

と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ

の
判
決
は
連
邦
最
高
裁
判
所
を
も
含
む
他
の
凡

べ
て
の
裁
判
所
を
拘
束
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

※
但
し
、
連
邦
裁
判
所
は
、
そ
の
繋
属
事
件
の
裁
判
に
於
て
、
州
法
律
の
州
憲
法
へ
の
適
法
性
を
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
事
理
上
、
当
然
こ
れ

が
審
査
権
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
】
州
は
、
他
州
の
違
憲
の
決
律
の
審
査
権
を
有
す
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
違
憲
法
律
の

審
査
に
関
す
る
放
散
制
は
判
決
の
不
安
定
矛
盾
混
乱
を
惹
起
し
て
い
る
こ
と
が
訴
へ
ら
れ
て
い
る
。

凡
そ
、
違
憲
法
律
の
裁
判
所
に
依
る
審
査
は
連
邦
憲
法
追
加
第
十
四
条

の
適
用

の
中
で
典
型
的
発
展
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
規
定
は
、
始

め
、
新
た
に
解
放
せ
ら
れ
た
黒
人

の
自
由
に
対
す
ろ
州
の
干
渉
を
阻
止
す
る
た
め
に
迫
加
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の

規

定
は
、
州
の
黒
人
の
み
な
ら
す
、
州
の
、一
般
尺
の
、
殊
に
公
益
企
業
の
統
制
、
労
働
者
の
保
護
、
租
税
の
賦
課
及
び
保
健
衛
生
の
規
律



を
対
象
と
す
る
も
の
、
と
の
拡
張
解
釈
が
樹
立
さ
る
る
に
至
つ
た
。

更
に
亦
、
こ
の
規
定
の
中
に
含
ま
れ
で

い
る

「
正
当
な
手
続
(
d
u
e

p
r
o
c
e
s
s
)

に
よ
ら
す
し

て
其
の
生
命
自
由
若
し
く
ぱ
財
産
を
奪

ふ
べ
か
ら
す
」
の
解
釈
が
変
更
せ
ら
る
る
に
至
つ
た
。
即
ち
、
マ
グ
ナ
・

カ
ル
タ
か
ら
継
受
し
た
此
の
命
題
は
、
始
め
は
単
に
、
普
通
裁
判
所
が
訴
訟
手
続
に
従
つ
て
提
供
す
べ
き
、
執
行
権

・
行
政
府
の
越
権

に

対
す
ろ
保
護
と
し
て
の
み
適
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
が
、
後
で
ば
、
こ
れ
に
立
法
権

・
議
会
の
行
動
を
統
制
す
る
機
能
を
持
た
し
め
る

こ
と
と
な
つ
た
。
序
へ
に
亦
、
こ
の
規
定
は
始
め
は
単
に
州
の
立
法
及
び
行
政
を
規
制
す
る
州
憲
法
の

一
般
的
原
則
と
し
て
採
用
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
後

で
ぱ
、
連
邦
の
そ
れ
ら
を
も
規
制
す
る
連
邦
憲
法
の

一
般
的
原
則
に
迄
高
め
ら
る
る
に
至
つ
て
い
ろ
。
と
も
あ

れ
、
今
や
、
州
の
立
法
行
為
ぱ
凡
べ
て
か
か
る
包
括
的
原
理
の
下

に
連
邦
裁
判
所

に
依

ろ
統
制
に
服
せ
し
め
ら

る
る
に
至
つ
た
さ
共
に
、

州
裁
判
所
に
依
り
、
連
邦
裁
判
所
と
同
様

の
統
制
に
服
せ
し
め
ら
う
る
に
至
り
、
斯
く
て
、

い
わ
ば
、
州
立
法

ぱ
二
重
の
、
裁
判
所
的
統

制
に
服
す

る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
ろ
。

三

審
査
権
の
限
界

ア
メ
リ
カ
統
治
の
基
本
原
則
と
し
て
の
権
力
の
分
立
、
司
法
権
の
独
立
、
立
法
権
の
不
可
譲
性
、
特
別
立
法

の
禁
止
、
基
本
権
と
し
て

の
信
教
の
自
由
、
隻
会
の
自
由
、
請
願
の
権
利
、
裁
判
請
求
権
、
身
体
の
自
由
、
所
有
の
自
由
、

「
正
当
な
手
続
」
、
な
ど
の
解
釈
は
裁

判
所
の
統
制
を
し
て
必
然
的
に
政
治
と
関
係
を
持
た
し
め
、
そ
の
裁
判
所
に
よ
る
保
護
は
経
済
立
法

へ
の
効
果

的
な
制
限
と
な
り
、
普
通

法
の
ラ
ヂ
カ
ル
な
変
更
の
制
約
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
、
そ
の
先
端
に
連
邦
最
高
裁
判
所
、
は
立
法
に
対
す
る
真
実
の
上
告

裁
判
所
に
迄
な
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
茲

に
当
然
裁
判
所
の
違
憲
法
律
審
査
権
の
限
界
の
問
題
が
生
じ
て
来
る
。
前
述
の
如
く
、
大

陸
の
憲
法
裁
判
所
や
或
は
我
が
国
の
枢
密
院
な
ど

の
そ
れ
と
は
そ
の
性
格
を
異

に
す
べ
き
、、
ア
メ
リ
カ
裁
判
所

の
違
憲
法
律
審
査
権
の
限

界
は
、
裁
判
所
自
身
の
判
例
を
通
じ
て
不
動
の
原
則
が
樹
立
さ
れ
て
い
る
。
斯
く

て
、
か
か
る
原
則
の
主
要
な

る
も
の
に
つ
い
て
列
挙
す

れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。



①

裁
判
所
が
違
憲
法
律
を
無
効

と
決
定
す
る
の
は
、

其
の
決
定
が
事
件
(
c
a
u
s
e
)
の
決
定
の
た
め
に
必
要

と
さ
る
る
限
り
に
於
て

で
あ
つ
て
、

裁
判
所
は
か
か
る
重
要
な
る
事
件
の
中
に
、

附
帯
的
(
c
o
l
l
a
t
e
r
a
l
l
y
)

に
、
或
は
亦

つ
ま
ら
ぬ
場
合
(
t
r
i
v
i
a
l
 
o
c
c
a
s

s
i
o
n

)
に
於
て
、
干
与
せ
し
め
ら
る
べ
き
で
ぱ
な
い
。
憲
法
問
題
は
、
開
始
さ
れ
た
紛
争
(
l
i
s
 
m
o
t
a
)

の
場
合

に
限
つ
て
論
議
せ
ら
る

べ
し
と
い
ふ
原
則
は
、
同
格
者
(
c
o
o
r
d
i
n
a
t
e
 
d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
)

、
換
言
す
れ
ば
、
立
法
権
と
司
法
権
と
の
関
係
に
あ
つ
て
は
最
も
尊
重

せ
ら
る
べ
き
も
の
と
さ
れ

る
。

㈲

裁
判
所
は
、
そ
れ
を
無
致
と
す
る
事
に
何
等

の
利
益
も
有
せ
ざ
る
当
事

者

に
依
つ
て
な
さ
る
る
、
法
律
の
違
憲
性

に
関
す
る
訴

(
o
b
j
e
c
t
i
o
n
)

に
身
を
傾
け
る
こ
と
を
し
な

い
。

※
例
ば
一
法
律
が
残
留
権
被
遺
贈
者
か
ら
権
利
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
剥
奪
す
る
が
故
に
違
憲
な
り
と
い
ふ
訴
は
唯
々
残
留
権
被
遺
贈
者
の
利
益
の
た
め

に
の
み
な
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
つ
て
特
殊
の
財
産
の
所
有
者
に
依
つ
て
提
起
せ
ら
れ
得
ず
。
亦
其
の
所
有
権
が
法
令
に
依
つ
て
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
に
同

意
し
た
当
事
者
は
、
後
に
な
つ
て
、
そ
の
法
令
は
財
産
権
の
保
障
に
関
す
る
憲
法
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
反
対
し
得
な
い
。

無
効

宣
言
ぱ
、
法
律
の
効
力

を
問
ふ
直
接
の
具
体
的
権
利
を
有
す
る
人
に
依
つ
て
の
み
利
用
せ
ら
れ
得
る
も

の
で
あ
つ
て
、
第
三
者

に

依
つ
て
利
用
せ
ら
れ
得
す
、
斯
か
る
範
囲
に
於
て
の
み
裁
判
所
は
介
入
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

⑥

裁
判
所
は
、
法
律
を
そ
れ
が
唯
々
不
正
且
わ
圧
制
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
或
は
亦
そ
れ
が
国
民
の
自
然
権
、
社
会
権
、

参
政
権
を
侵
害
す
る
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
違
憲
且
つ
無
効

と
宣
言
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
斯
か
る
不
正
が
現
に
憲

法
に
依
つ
て
禁

止
せ
ら
れ
叉
ぱ
斯
か
る
権
利
が
憲
法
に
依
つ
て
保
障

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

⑥

か
く

て
、
裁
判
所
は
憲
法
の
規
定
の
意
味

で
ぱ
な
く
し
て
、

そ
れ
が
憲
法
の
言
葉

の
中
に

表

現
せ
ら
れ

て
い
な
い

一
の
精

神

(
a
 
s
p
i
r
i
t
)

に
反
す
る
と
考

へ
ら
れ
る
と
の
理
由
を
以
つ
て
法
律
を
無
効

と
宣
言
す
ろ
こ
と
を
許
さ
れ
な

い
。

一
般
的
原
則

の
上
に
立
つ
て
、
司
法
的
干
渉
に
依
つ
て
、
立
法
権

の
全
能
権
を
制
限
す
る
の
は
、
成
文
憲
法

の
明
文
が
、
そ
の
権
限
を



与
え
て
い
る
場
合

に
限
定
さ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

⑥

更
ら
に
亦
裁
判
所
は
法
律
が
共
和
民
主
的
統
治
(
r
e
p
u
b
l
i
c
a
n
 
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
)

の
基
本
的
原
則
を
侵
害
す
る
か

に
見
え
る
と
い

ふ
理
由
を
以
つ
て
違
憲

と
判
決
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。

※
例
へ
ば
(
C
o
o
l
e
y
.
 
i
b
i
d
.
 
p
.
 
3
5
0
)

地
方
の
共
同
利
益
は
、
自
治
の
本
旨
の
上
に
立
っ
て
、
各
地
区
に
於
て
処
理
せ
ね
げ
な
ら
ぬ
こ
と
は
共
和
政

治
の
格
率
で
あ
る
。
然
し
、
こ
の
格
率
は
、
州
の
立
法
権
に
依
つ
て
そ
の
例
外
が
作
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
か
か
る
例
外
に
対
し
て
は
、
公
益

が
そ
れ
に
依
つ
て
増
進
さ
れ
る
、
と
い
ふ
推
定
が
な
さ
れ
ね
げ
な
ら
ぬ
。

①

裁
判
所
は
、
必
要
な
形
式

・
手
続
を
と
つ
て
パ
ス
さ
れ
た
法
律
の
無
効
を
宣
告
す
べ
く
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
問
題
に
最
大
限
の

慎
重
さ
を
以
つ
て
近
づ
き
、
そ
れ
を
凡
ゆ

る
角
度
か
ら
吟
味
し
、
熟
慮
及
び
強
靱
な
る
注
意
が
そ
の
主
題
に
対

し
て
何
等
か
新
し
い
光
明

を
投
げ
ろ
迄
研
究
し
、
且
つ
該
法
律
の
無
数
が
そ
の
判
断
に
於
て
疑
な
き
も
の
と
確
信
せ
ら
る
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
無
効

と
宣
言
す
る
事

を
許
さ
れ
な

い
。
疑
は
し

い
場
合
は
立
法
者

の
有
利
に
於
て
解
決
せ
ら
れ
、
支
持
せ
ら
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
法
律
が
有
敷
か
無
効
か
と

い

ふ
重
大
且
つ
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
も
、

簡

単
な
る
含
意
(
i
m
p
l
i
c
a
t
i
o
n
)

や
漠
然
た
る
臆
測
の
上
に
置
か
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

裁

判
官
は
憲
法
及
び
法
律
の
矛
盾
に
就

い
て
判

つ
き
り
し
た
、
強

い
確
信
を
感
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

か
く
て
、
例
え
ば
、
裁
判
所
は
立
法
権

の
行
使

に
つ
い
て
そ
の
動
機
を
(
m
o
t
i
v
)を尋
ね
る
事
を
許
さ
れ
な

い
。
即
ち
、
裁
判
所
は

立
法
の
動
機
を
尋
ね
、
も
し
そ
こ
に
不
正
や
腐
敗
が
存
在
す
る
場
合
は
、
法
律
を
無
効

と
し
て
破
棄
す
べ
き
で
あ
ろ
、
と
い
ふ
こ
と
が
法

廷
に
於
て
屡

々
主
張
せ
ら
れ
た
に
も
拘
は
ら
す
、
か
か
る
主
張
は
裁
判
所

の
同
意
を
得
る
に
至
つ
て
い
な

い
。
蓋
し
、
立
法
者
は
そ
の
正

当
な
権
限
の
行
使
に
つ
い
て
独
立
で
あ
り
、
そ
の
動
機

に
関
す
る
責
任
は
、
裁
判
所
で
は
な
く
、
唯
人
民
が
間

ふ
べ
き
も

の
で
あ
る
が
故

で
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

㈱

法
令
は
時
さ
し
て
そ
の
規
定
の
若
干
が
憲
法
に
矛
盾
し
、
他
は
然
ら
ざ
る
場
合

が
発
見
さ
れ
る
。
か
か

る
場
合

に
於
て
、
憲
法
と



矛
盾
す
る
部
分
、
叉
は
憲
法
上
の
必
要
条
件
が
守
ら
れ
な
か
つ
た
部
分
が

一
括
し
て
(
i
n
 
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
無
効

と
宣
言
ぜ
ら
る
べ
き
か

否
か
は
全
く
当
該
法
律
の
目
的
の
如
何
に
か
か
り
、
換
言
す
れ
ば
、
如
何
な
る
方
法
、
如
何
な
る
程
度
で
違
憲

の
部
分
が
残
余
の
部
分
に

影
響
す
る
か
、
に
か
か
る
。
法
律
の

一
部
が
違
憲

で
あ
る
事
実
ぱ
、
裁
判
所
を
し
て
残
り

の
部
分
を
無
効

と
宣
言
ず
る
こ
と
を
権
威
づ
け

る
も

の
で
ぱ
な
く
、
た
だ
、
法
律

の
規
定
全
部
が
同

一
目
的
・に
向

つ
て
働
き
、
或
は
立
法
者
が

一
を
他
な
し
に
パ
ス
せ
し
め
ん
と
欲
し
た

と
い
ふ
こ
と
が
推
定
不
可
能
の
程
度
に
於
て
相
互
に
結
合
し
て
い
る
場
合
は
、
別
と
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、
若

し
も
違
憲
の
部
分
が
破
殿

せ
ら
れ
た
場
合
、
残
り
の
部
分
が
そ
れ
自
身
完
全
で
あ
り
、
破
殿

せ
ら
れ
た
も
の
と
は
全
然
独
立
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
維
持
せ
ら

る
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

二
、
日
本
国
憲
法
八

一
条
と
裁
判
所
の
法
令
審
査
権

日
本
国
憲
法
第
九
章
第
九
六
条
憲
法
改
正
、
第
十
章

ミ
最
高
法
規

さ
第
九
七
ー
九
九
条

の

一
聯
の
章
条
が
欧

州
諸
国
の
憲
法
史
の
中
で

伝
統
的
に
発
展
し
つ
、
あ
る

ミ
憲
法
の
保
障

さ
と

い
う
章
条
と
同

一
類
型
に
属
し
、

こ
れ
を
指
向
し
つ
、
あ

る
こ
と
は

一
見
明
か
で
あ

る
。
し
か
も
、
か
か
る
欧
州
諸
国
の
黛
憲
法

の
保
障

の
章
条
が
常

に
固
有
し
て
い
る
特
別

の
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
の
保
障
制
度
を

そ
の
中
に
規
定
し
て
い
な
い
。

鼓

に
、
憲
法
第
九
八
条
第

一
項
違
憲

の
法
令

の
無
効
宣
言
の
規
定
が
第
九
七
条

の
基
本
的
人
権
保
障

に
関
す

る
規
定
、
従
つ
て
第
十

一

条
第
十
二
条
第
十
三
条
の
規
定
に
密
接
し
、
ま
た
、
第
八

一
条

の
裁
判
所
の
法
令
審
査
権

の
規
定
と
不
可
分

の
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
こ

と
が
明
白
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
、
憲
法
第
八

一
条
に
示
さ
れ
た
最
高
裁
判
所

の
権
限

・
機
能
の
中
に
特
別

の
憲
法
裁
判
所
の
そ
れ
を

想
定
し
て
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
こ
と
の
不
合
理
性
が
発
見
さ
れ
ろ
。

※
最
高
裁
二
八
、
四
、
十
五
日
大
法
廷
判
決

最
高
裁
判
所

に
対
し
、
そ
の
構
成
、
裁
判

の
対
象
、
手
続
、
及
び
判
決
の
効
果
に
お
い
て
通
常
裁
判
所
の
司
法
権
か
ら
峻
趾
さ
れ
る
特



別
の
憲
法
裁
判
所
の
権
限

・
機
能
を
求
め
る
た
め
に
は
、
憲
法
改
正
の
方
法
に
よ
る
立
法
解
釈
が
必
要
と
解
さ
れ
る
。

一

裁
判
所

の
法
令
審
査
に
つ
い
て
、
ま
つ
、
第

一
の
問
題
ば
違
憲
審
査
権
は
集
約
的
に
最
高
裁
判
所
に
の
み
認
め
ら
れ
る
か
、
放
散

的
に
す
べ
て
の
裁
判
所
が
こ
の
権
限
を
も
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
違
憲
判
決
の
効
力
問
題
と
も
密
接
に
連

関
す
る
問
題
で
あ
る
。

憲
法
第
へ

一
条

が
最
高
裁
判
所
に
対
し
、
法
令
審
査
に
つ
い
て
終
審
裁
判
所
と
し
て
の

地
位
を

認
め
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

斯
く

て
、
違
憲
法
令

の
審
査
と
い
ふ
重
大
問
題
に
つ
い
て
は
常
に
最
終
的
に
は
最
高
裁
判
所
の
判
定
を
ま
つ
こ
と
が
可
能
と

い
ふ
制
度
が
確
立

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

※
民
訴
四
〇
九
ノ
二
、
四
一
九
ノ
二
及
び
刑
訴
四
〇
五
、
四
三
二
は
こ
の
線
に
浴
う
解
決
で
も
る
。

然
し
な
が
ら
八

一
条

が
最
高
裁
判
所
に
対
し
法
令
審
査
に
つ
い
て
始
審
に
し
て
且
つ
終
審

の
裁
判
所
と
す
る
も

の
か
否
か
、
は
疑
問
の

余
地
が
残
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
最
高
裁
判
所
を
し
て
法
令
審
査
に
つ
い
て
始
審

に
し
て
且
つ
終
審

の
裁
判
所

と
す
る
制
度
自
体
が
直
ち

に
憲
法
違
反
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
と
解
さ
れ
る
。

然
し
な
が
ら
、
憲
法
八

一
条
ば
、
後
述
の
如
く
、
裁
判
所
の
法
令
審
査
権
を
司
法
権
の
枠
内
で
、
こ
れ
に
附
随
し
て
認
め
る
も

の
と
解

さ
乾
る
が
故
に
、
憲
法
第
七
六
条
第

一
項
と
の
関
係
上
、
審
査
権
ぱ
最
高
裁
判
所

の
み
な
ら
す
、
す
べ
て
の
裁
判
所
に
属
す
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。
か
く
て
、
法
令
審
査

に
関
す
る
下
級
審

の
判
定
は
上
級
審

の
判
定
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
、
最
高
裁
判
所

の
判
決
に
は
最
終
、
最

高
の
形
式
的
確
定
力
が
認
め
ら
れ
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
と
関
連
し
て
、
裁
判
所

の
法
令
審
査
ぱ
法
定
の
審
級
を
尽
し
て
行
は
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
現
行
訴
訟
法
の
下
で
は
、
最
高

裁
判
所
に
、
直
接
、
提
訴
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
認
め
ら
れ
す
、
し
の
場
合
は
民
訴
=
〇
二
条
に
よ
つ
て
却
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

※
下
級
裁
判
所
に
於
て
も
訴
訟
事
件
の
審
判
に
当
つ
て
憲
法
適
否
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

(最
高
裁
判
所
二
四
、
三
、
二
九
判
決
)。

最
高
裁
判

所
は
法
律
命
令
等
に
関
し
違
憲
審
査
権
を
有
す
る
が
、
こ
の
権
限
は
司
法
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
最
高



裁
判
所
と
下
級
裁
判
所
と
の
間
に
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
お
る
。
(憲
法
七
六
条
第

一
項
参
照
)
(最
高
裁
判
所
二
七
、

一
〇
、
八
日
判
決
)

な
ほ
、
憲
法
八

一
条
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
解
釈
を
と
る
限
り
、
判
決

の
混
乱
と
遅
廷
と
は
避
け
難

い
こ
と
と
な
る
。

か
く
て
例
え
ば
、
そ
の
救
済
方
法
と
し
て
、
判
決
の
前
提
と
し
て
法
令

の
違
憲
性

が
争
わ
れ
る
場
合
は
、
直

ち
に
そ
の
前
提
問
題
を
最

高
裁
判
所
に
移
送
し
、
そ
の
違
憲
性
の
有
無
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所

の
判
断
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
裁
判
所
法
を
改
正
す
る
意

見
な
ど
が
支
持
さ
れ
る
。

呂

法
令

の
審
査
は
個
々
の
具
体
的
患
件
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
憲
法
八

一
条
に
関
し
、
最
高
裁
判
所
を
も

つ

て
特
別

の
憲
法
裁
判
所
と
な
し
、
法
令

の
違
憲
性
に
つ
い
て
抽
象
的
に
裁
判
し
、
も
つ
て
憲
法
の
番
人
の
実
を
あ
げ
し
め
よ
う
と
い
う
解

釈
が
見
ら
れ
る
。

然
し
、
か
か
る
解
釈
ば
と
ら
れ
得
な

い
。
憲
法
八

一
条
は
、
最
高
裁
判
所
に
対
し
て
、
特
別
の
憲
法
裁
判
所

の
地
位
を
与
え
、
抽
象
的

に
法
令
の
違
憲
性
に
つ

い
て
裁
判
せ
し
む
る
た
め
に
は
、
充
分
の
規
定
で
は
な

い
。
憲
法
第
六
章
司
法
の
章
条

が
ア
メ
リ
カ
の
司
法
制
度

を
殆
ど
そ
の
ま

、
き
り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
憲
法
の
全
体
的
構
造
、
解
釈
の
上
で
疑

い
の
余
地
が
な

い
。
か
く

て
、
第
六
章

「
司
法
権
は

最
高
裁
判
所
及
び
法
律
の
定
む
る
下
級
裁
判
所
に
属
ケ
」

(七
六
)
の
司
法
と
は
、法
律
上
の
争
訟
に
つ
い
て
何

が
法
か
を
宣
言
す
る
こ
と

を
意
味
し
、
法
律
上

の
争
訟
と
ぱ
具
体
的
な
人
間
相
互
の
関
係
に
お
い
て
個
人
的
権
利
の
保
護
を
求
め
る
民
事
事
件
、
自
然
犯
に
つ
い
て

行
為
若
の
刑
事
責
任
を
問
う
刑
事
事
件
、
及
び
行
政
作
用
に
関
し
行
政
機
関
と
関
係
者
の
間

の
争
を
裁
判
す
る
行
政
事
件

の
三
を
指
す
。

裁
判
所
の
法
令
審
査
は
か
か
る
具
体
的
事
件
に
関
し
て
判
決
を
通
じ
て
行
ば
れ
る
。
こ
の
場
合

の
審
査
の
本
質
的
内
容
は
、
裁
判
所
が
具

体
的
事
件
の
裁
判
に
当
り
、
憲
法
と
法
律
と
が
矛
盾
し
法
律
の
適
用
を
不
可
能
と
宣
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従

つ
て
、

ω

法
令
は
、
そ
の
議
決

・
公
布

の
事
実
の
み
を
も
つ
て
違
憲
判
決
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
な

い
。
例
え
ば
、
自
衛
隊
法
、
改
正
警
察

法
、
公
安
条
例
の
如
き
は
、
そ
の
存
在
自
体
を
違
憲
と
し
て
争
う
こ
と
は
許
さ
れ
す
、
先
づ
、
こ
れ
ら
の
法
令

に
基
く
国
家
公
共
団
体
そ



の
他
に
よ
る
、
具
体
的
な
、
個
人
の
権
刈
侵
害
、
利
益
侵
害
が
行
は
れ
、
事
件
が
法
律
上
の
争
訟
と
し
て
裁
判

所
に
繋
属
し
て
始
め
て
違

憲
性
が
審
査
の
対
象
と
な
る
。

(
一
)

わ
が
裁
判
所
は
具
体
的
な
争
訟
事
件
が
提
起
さ
れ
な
い
の
に
将
来
を
予
想
し
て
憲
法
及
び
そ
の
他
の
法
律
命
令
等
の
解
釈
に
対
し
存
在
す
る
疑
義

論
争
に
関
し
抽
象
的
な
判
断
を
下
す
ご
と
き
権
限
を
行
い
得
る
も
の
で
は
な
い
…
…
要
す
る
に
、
わ
が
現
行
の
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
特
定
の
者

の
具
体
的
な
法
律
関
係
に
つ
き
紛
争
の
存
す
る
場
合
に
お
い
て
の
み
裁
判
所
に
そ
の
判
断
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
裁
判
所
が
か
よ
う

な
具
体
的
事
件
ウ
離
れ
て
抽
象
的
に
法
律
命
令
等
の
合
憲
法
性
を
判
断
す
る
権
限
を
有
す
る
と
の
見
解
は
、
憲
法
上
及
び
法
令
上
何
等
の
根
拠
も
存

し
な
い

(最
高
裁
判
所
二
七
、
一
〇
、
八
日
判
決
)

(二
)

公
安
条
例
は
、
一
股
的
抽
象
的
な
法
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
つ
て
、
何
等
具
体
的
に
特
定
個
人
の
権
利
義
務
を
定
め
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い

か
ら
、
そ
の
制
定
を
も
つ
て
、
行
政
庁
の
処
分
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
つ
て
、
公
安
条
令
の
無
効
確
認
を
求
め
る
訴
は
、
不
適
法
で
あ
る
。

(福
井
地
方
裁
判
所
一=
二
、

一
〇
、
十
山ハ
、
判
決
)

ロ

審
査
の
た
め
に
ぱ
、
関
係
者

の
訴
を
待
ち
、
訴
訟
法
上
の
諸
条
件
が
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例

え
ば
、
保
安
庁
法
の
違
憲

訴
訟
に
つ
い
て
考
え
得
る
よ
う
に
、
甲
が
国
民
又
は
政
党
の
名
で
法
令
の
違
憲
性
を
訴
え
、
或
は
税
金
が
違
法
な
目
的
の
た
め
に
行
使
せ

ら
れ
た
り
と
し
て
提
訴
す
る
が
如
き
は
、
民
衆
訴
訟
、
納
税
者
訴
訟
な
ど
の
特
別
法
の
規
定
が
な

い
限
り
、
訴
訟
条
件
た
る
当
事
者
能
力

や
訴
訟
利
益
を
欠
ぎ
、
裁
判
所

に
繋
属
し
得
す
、
従

つ
て
、
法
令
審
査
の
対
象
と
な
り
得
な

い
も

の
と
解
さ
れ

る
。
な
ほ
、
衆
議
院

の
解

散
、
国
務
大
臣
の
佃
免
、
条
約

の
締
結
、
予
算
の
作
成
、
議
決
、
執
行
、
恩
赦
の
決
定
な
ど
が
統
治
行
為
と
し

て
裁
判
所
に
繋
属
し
得
な

い
も
の
と
解
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

※
予
備
隊
予
算
違
憲
訴
訟

(最
高
裁
判
所
二
七
、
一
つ
、
八
日
判
決
)

09

裁
判
所
の
法
令
審
査
は
法
令
そ
の
も
の
の
違
憲
性
に
つ
い
て
争
う
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
事
件
の
裁
判

の
過
程
に
お
い
て
行
わ



れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
法
令
審
査
は
裁
判
所
が
民
事
事
件
刑
事
事
件
及
び
行
政
事
件
を
裁
判

す
る
に
至
り
、
こ
れ
と
相
関
的
に
行
は
れ
る

の
で
あ
ろ
。
裁
判
所
ぱ
判
決
主
文
を
も

つ
て
、
法
令

の
全
部
叉
は

一
部
を
違
憲
に
し
て
無
効

と
宣
言
す
る
も

の
で
は
な
く
、
判
決
主
文
に

伴
う
判
決
理
由
の
中

で
、
当
該
法
令
の
違
憲
性
に
つ
い
て
判
示
す
る
も

の
で
あ
ろ
。

三

裁
判
所
の
判
決

の
効
力

に
α
い
.て
は

一
般
的
効
力

説
と
個
別
的
効
力

説
と
が
区
別
さ
れ
る
。

一
般
的
効
力
説
は
判
決

に
よ
つ
て
違
憲
と
判
定
さ
れ
た
法
律
は
直
ち
に
無
数
と
し
て
廃

止
さ
れ
た
と
同
様

の
法
的
効
果
を
生
す

る
も
の

と
解
す
る
。
欧
州
に
於
る
特
別
の
憲
法
裁
判
所
の
判
決
は
、
法
律
乏
同

一
の
効
力

、
G
e
s
e
t
z
e
s
k
r
a
f
t

を
も
つ
ご
と
に
つ
い
て
ぱ
前
述
し

た
。
こ
の
場
合
理
論
的
に
は
法
律
と
判
決
と
は
前
法
、
後
法
の
関
係
に
立
ち
、
な
ほ
、
裁
判
所
が

一
度
無
効

ま
判
決
し
た
法
律
と
同

一
内

容
の
法
律
の
立
法
は
認
め
ら
れ
な

い
が
故
に
、

判
決
は
法
律
以
上
の
奴
力
を
も
つ
こ
と
と
も
な
る
。

な
ほ
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
が
如

く
、
判
例
憲
法
主
義
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ほ
ぼ

こ
れ
と
同
様
の
結
果
を
生
す

る
こ
と
と
な
る
。

憲
法
第
八

一
条
に
つ
い
て

一
般
的
効
力

説
が
存
在
す
ろ
理
由
を
挙
ぐ
れ
ば
、

D

憲
法
九
八
条
第

一
項
は
違
憲
の
法
令
の
無
効

を
宣
言
す
る
。

お
よ
そ
、

三
権
分
立
の
原
則
を
と
る
以
上
各
々
の
国
家
機
関
、

国

会
、
内
閣
、
裁
判
所
は
そ
の
職
権
行
使
の
前
提
と
し
て
各
々
独
立
に
そ
の
適
用
す
べ
き
法
令
の
適
法
性
に
つ
い
て
解
釈
し
得
る
の
が
当
然

で
あ
ろ
。
し
か
し
そ
れ
で
ぱ
解
釈
が
区
々
と
し
て
国
家
意
思
の
統

一
を
欠
ぐ
擢
れ
が
あ
る
。
斯
く
て
、
憲
法
第

八

一
条
は
各
国
家
機
関
の

樹
立
す
る
解
釈
の
中
で
最
後
の
判
断
を
最
高
裁
判
所
に
任
せ
、
国
家
意
思
の
統

一
を
企
て
る
も
の
と
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
す
、
従

つ
て
最

高
裁
判
所
の
違
憲
判
決
は

一
般
的
に
他
の
国
家
機
関
を
拘
束
し
、
国
家
の
終
局
的
判
断
と
し
て
、
そ
の
法
令
の
無
効
を
確
定
的
に
す
る
。

恥

裁
判
所
判
事
事
務
処
理
規
則
第
十
三
条
は
違
憲

の
判
決
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
の
内
閣
及
び
国
会
え
の
通
告
義
務
を

規
定
す
る

が
、
こ
の
規
定
は
判
決

の

一
般
的
数
力
を
裏
が
き
す
る
。

恥

個
別
的
効
力

説
を
と
る
場
合
の
不
合
理
が
強
調
さ
れ
る
。
例
え
,ば
A
の
提
訴
に
基
き

一
税
法
が
違
憲
に
し
て
無
効

と
判
決
さ
れ
た



ま
し
て
も
個
別
的
数
力
説

に
よ
れ
ば
、
該
税
法
自
体
は
依
然
有
敷

に
止
ま
り
、
課
税
官
庁
を
拘
束
す
る
。
か
く
て
訴
な
け

れ
ば
裁
判
な
し

の
原
則
に
従
つ
て
、

同

一
課
税
処
分
を
受
け
た

B
、
C
、
D
、
E
に
対
し
て
は
、

訴
に
よ
つ
て
勝
訴
の
可
能
性

が
与
え
ら
れ
た
る
し
て

も

.
提
訴
せ
ざ
る
限
り
、
該
課
税
処
分
が
依
然
有
敷
に
止
ま
る
と

い
う
不
合

理
を
生
す

る
こ
と
と
な
る
、
と
。

し
か
し
、
右

の
解
釈
ぱ
明
か
に
不
当
論
証
を
含
み
、
憲
法
八

一
条
を
も

つ
て
、
最
高
裁
判
所
に
特
別

の
憲
法
裁
判
所
の
地
位
を
与
え
る

も
の
と
解
す
る
こ
と
ば
煮、
き
な
い
。
判
決
に

一
般
的
効
力

を
認
め
る
特
別
の
憲
法
裁
判
所
加
地
位
は
欧
州
に
お
け

る
三
権
分
立

・
民
主
政

治
の
特
殊
な
事
情
を
背
景
と
し
て
育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
立
法
機
関
の
制
定
し
た
法
律
を
判
決

で
覆
す
と

い
う
の
は
形
式
は
司
法

で
も
実
質
ぱ
立
法
で
あ
る
。
そ
の
立
法
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
こ
れ
を
消
極
的
立
法
と
呼
び
h
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
場
合
、
国
の
第
四
の
権

力
を
行
使
す
る
も
の
と
謂
わ
ね
ば
な
ら
ね
。
従

つ
て
、
欧
州
の
憲
法
ぱ

ミ
憲
法
の
保
障

養
の
章
条
と
共
に
憲
法
裁
判
所
の
判
決

に
か
か
る

一
般
的
効
力

を
認
む
る
場
合

は
、
憲
法
の
明
文
の
規
定
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。

※

オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法

一
三
九
、
ボ
ン
憲
法
九
四
、
新
イ
タ
リ
ア
共
和
国
憲
法

一
三
六

法
令
審
査
は

一
般
司
法
権
の
枠
内
で
行
は
れ
ろ
作
用
と
解
さ
れ
ろ
限
り
、
憲
法
八

一
条
と
粥

四

一
条
と
の
合

理
的
解
釈
が

必
要
で
あ

ス、。
勿
論
、
憲
法
第
四

一
条

「
国
会
は
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
つ
て
国
の
唯

一
の
立
法
機
関
で
あ
る
」
の
例
外
が
憲
法
自
身
に
よ
つ
て
認

め
ら
れ
得
な

い
こ
と
は
な

い
。
然
し
、
例
外
は
あ
く
迄
も
明
白
且
つ
充
分
の
規
定
が
存
す
る
場
合

に
限
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

か
く
て
、
憲
法
第
八

一
条
、
違
憲
判
決

の
効
力
ば
個
別
的
効
力

説
を
も

つ
て
妥
当
乏
解
さ
れ
る
。
蓋
し
、
前
述

の
如
く
、
裁
判
所
の
違

憲
判
決
ぱ
法
令
自
体
の
存
在
を
取
消
す
も
の
で
ば
な
く
、
法
令
の
適
用

・
執
行
を
拒
否
す
る
こ
と
に
そ
の
本
質
を
貝
る
の
で
あ
る
。
そ
の

関
係
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
若
干
の
判
決
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
。

(
一
)

有
名
な
}
八
八
七
年
S
h
e
p
h
a
r
d
 
v
 
 
W
h
e
e
l
i
n
g
 
4
.
 
S
.
 
E
.
 
6
3
5

で
い
う
、
裁
判
所
は
法
律
を
無
視
す
る
た
め
の
理
由
を
写
え
る
か
も
知
れ

な
い
。
然
し
、
判
決
は
当
事
者
達
に
の
み
効
果
を
有
し
且
つ
法
律
に
対
す
る
裁
判
(
j
u
d
g
e
m
e
n
t
 
a
g
a
i
n
s
t
 
t
h
e
 
s
t
a
t
u
t
e
)

で
は
な
い
ゆ
裁
判
所
の



意
見
又
は
理
由
は
他
の
同

一
の
事
件
の
決
完
の
た
め
の
先
例
と
し
て
作
用
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
…
…
法
律
を
廃
止
す
る
(
r
e
p
e
a
l
)

も
の

で
は
な
い
。
そ
の
訴
訟
の
当
事
者
達
は
判
決
に
依
つ
て
拘
束
さ
れ
る
が
、
他
の
も
の
は
だ
れ
も
掬
束
さ
れ
な
い
。
全
く
同

一
の
法
律
に
基
い
て
、
新
ら

し
い
訴
訟
関
係
者
は
新
ら
し
い
訴
訟
を
提
起
す
る
か
も
知
れ
な
い
h
然
る
場
合
前
判
決
は
禁
反
言
(
e
s
t
o
p
p
e
l
)

の
抗
弁
と
し
て
援
用
し
得
な
い
が
、

但
し
た
だ
先
例
と
し
て
の
み
こ
れ
に
依
拠
し
得
る
、

更
ら
に
一
九
〇
二
年
A
l
l
i
s
o
n
 
v
 
C
o
r
k
e
r
 
6
7
 
N
.
 
G
.
 
L
.
 
5
9
6
 
A
t
l
a
n
t
i
c
 
3
6
2
.

で
い
う

、
違
憲
法
律
は
や
は
り
法
律
i

す
な
は
ち
立
法
行
為

で
あ
る
と
考
え
る
。
か
か
る
法
律
は
通
常
無
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

わ
た
く
し
は
む
し
ろ
こ
れ
を
最
高
法
に
抵
触
す
る
が
故
に
強
制
し
得
な
い

(
u
n
e
n
f
o
r
c
i
b
l
e
'

と
呼
び
た
い
。
も
し
、
こ
れ
を
無
効
と
呼
び
得
る
な
ら
げ
、
そ
れ
は
こ
れ
に
基
く
請
求
に
関
し
て
の
み
そ
う
で
あ
る
…
…
違
憲
と

考
え
ら
れ
る
立
法
に
関
す
る
裁
判
所
の
機
能
は
対
世
的
で
な
く
、
対
人
的
に
行
使
さ
れ
る

(高
柳

・
司
法
権
の
優
位
二
三
四
頁
F
i
e
l
d
,
 
T
h
e
 
e
f
f
e
c
t
,

p
.
8

)
。
東
京
地
方
裁
判
所
は
昭
和
二
二
年
政
令
二
〇

一
号
に
関
し

「憲
法
第
八
一
条
に
定
め
る
裁
判
所
の
法
令
審
査
権
も
、
裁
判
所
が
あ
る
法
令
が

違
憲
で
あ
ろ
と
判
断
し
た
場
合
に
、
そ
の
法
令
を
無
効
と
し
て
、
具
体
的
事
実
に
適
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
に
止
ま
る
、
と
。

(
二
)
ア
メ
リ
カ

の
場
合
に
お
い
て
一
般
的
効
力
説
個
別
的
効
力
説
か
は
学
説
、
実
例
、
必
ず
t
も
明
瞭
で
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
個
別
的
効
力
説
か
ら

出
発
し
、
判
例
法
主
義
の
制
度
的
保
障
の
上
に
立
つ
て
、

一
般
的
効
力
説
の
基
盤
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
わ
が
国
の
場
合
は
、
判
例

法
主
義
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
と
事
情
は
異
る
。

「
凡

そ
三
権
分
立
の
意
義
ぱ
憲
法
に
お

い
て
立
法
、
司
法
、
行
政
の
三
権
を
分
立
し
、
立
法
が
法
律
を
作
り
、
そ
の
法
律
を
誠
実
に
司
法
と

行

政
と
が
執
行
す
る
こ
と
に
あ
る
。
行
政
に
お

い
て
は
、仮
令
法
律
を
違
憲
な
り
と
判
断
し
て
も
、
そ
れ
を
適
用

・
執
行
せ
ざ
る
こ
と
に
つ

い
て
国
会
に
対
し
責
任
を
負
う
o
然
る
に
憲
法
八

一
条
に
よ
り
、
司
法
ば
違
憲
と
判
断
し
た
法
令
を
無
効

と
し
て
そ
の
適
用
・執
行
を
拒
む

ご
さ
に
つ
い
て
国
会
に
対
し
何
等
責
任
を
負
う
こ
と
な
し
と
い
う
の
が
、
三
権
分
立
、
司
法
権

の
枠
内
に
お
け
る
裁
判
所
の
法
令
審
査
権

の
本
質
的
意
義
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る

)
・
か
く
て
憲
法
八

一
条
違
憲
法
令
の
審
査
に
お

い
て
判
決

は
あ
く
迄
も
判
決

.憲

法

レ七
山
ハ
、

第

一二
項

八

一
b
七
三

、
第

一
号



と
し
て
、
具
体
的
事
件
を
拘
束
す
る
に
す
ぎ
な

い
。
但
し
、
か
く
の
如
く

一
見
消
極
に
見
え
る
裁
判
所
の
法
令
審
査
権
も
わ
が
国
の
場
合

そ
の
明
定
ぱ
司
法
権

の
権
限

・
機
能
の
側
か
ら
劃
期
的
な
意
義
が
認

め
ら
れ
る
。
蓋
し
、
か
か
る
も
の
が
憲
法
上
制
度
的
保
障
を
得
る
場

合

そ
れ
は
そ
れ
自
身
、
国
会
の
恣
意
的
立
法
に
対
し
有
力
な
抵
抗
線
を
形
成
す
る
。
こ
の
こ
と
は
憲
法
が
司
法
国
家
の
組
織
を
と
つ
て
い

き

と
、
(
憲
法
七
六
条
第
二
項
、
第
三
二
条

裁
判
所
法
第
二
条

)

、
換
言
す

れ
護

府
叉
ぱ
国
会
蟻

判
所
の
違
憲
判
決
を
容
易
に
無

視
し
得
ず

、
反
つ
て
、

こ
れ
に
直
接
、
間
接
、
拘
束
せ
ら
る
る
制
度

の
中
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
裁
判
所
判
事
事
務
処
理
規
則
第
十
三
条
ぱ
憲
法
九
八
条
第

一
項
と
の
関
係
で
、
判
決

の
効
力
に
関
し
、

一
歩
を
進
め
た
も
の
と
謂

い
得
よ
う
。
然
し
、
通
告
は
違
憲
判
決
に
際
し
、
政
府
及
び
国
会
に
対
す
る
反
省
の
材
料
を
提
供
す
る
も
の
と
し

て
も
.
通
告
が
違
憲
法

律
を
撤
回
廃

止
す
る
形
成
的
効
力

を
も

つ
も

の
と
は
解
さ
れ
ず
、
逆

に
違
憲
法
律
ぱ
内
閣
及
び
国
会
の
手
続
を
待

つ
て
の
み
撤
回
廃
止
さ

れ

る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
個
別
的
効
力

説
を
と
る
場
合

の
不
合

理
に
つ
い
て
ば
、
こ
れ
が
合
理
的
解
決
は
必
す
し
も
不
可
能
で
な

い
。
そ
の
解
決
策
の

一
つ

に
つ
い
て
ぱ
前
述
し
た
。
な
ほ

の

違
憲
判
決

の
変
更
ぱ
可
能
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
判
決
は
判
決

に
過
ぎ
す
と
の
解
釈
に
立
つ
限
り
、

一
般
原
則
に
従

つ
て
、
積
極

に
解
さ
れ
る
。

若
し
仮
り
に
判
決
に

一
般
的
効
力

を
認
め
る
こ
と
に
な
れ
ば

一
民
無
効

と
判
断
し
た
判
決

の
変
更
は
許
さ
れ
な

い
も
の
老
解
さ
れ
る
。

蓋
し
、

"
旦
無
効

と
判
定
さ
れ
た
法
律
が
後

で
有
敷
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
は
法
的
安
定
性
の
上
か
ら
最
も
拒
否

さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
が
故

で
あ
る
。

切

法
律
が

一
部
無
効

と
判
定
さ
れ
た
と
き
は
法
律
の
当
該
部
分
の
み
が
無
効

と
な
る
。

一
部
無
効

が
該
法
律

の
全
体
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
該
法
律
の
実
質
的
意
義
が
変
更
、
消
失
す
る
場
合
に
ぱ
こ
れ
に
よ
つ
て
該
法
律
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
勿
論



で
あ
る
ρ

の

違
憲
法
律
は
当
初
か
ら
無
効

か
将
来
に
向

つ
て
の
み
数
力
を
失
は
し
む
る
か
は
憲
法
裁
判
所
に
衡
す
る
立
法
論
と
し
て
は
重
要
問

題
で
あ
る
。
憲
法
八

一
条
に
お
け
る
判
決
ぱ
法
律
自
体
の
無
効
確
認
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
事
件
に
関
す
る
限
り
当

初
か
ら
無
効

と
解
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
乏
し
て
の
法
的
安
定
性
の
問
題
ぱ
別
個
に
論
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
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